
第６０８号２０２１年（令和３年）１０月１５日 ニ　ュ　ー　ス　専　修（７）

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
経
営
学
部
経
営
学
科
の
李

東
勲
教
授
の
テ
ー
マ
は
「
石

巻
圏
域
の
特
産
品
・
海
苔
の

知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
実
証
的
研
究
」。家
庭
で
の

魚
介
類
の
消
費
は
落
ち
込
ん

で
お
り
、海
苔
に
つ
い
て「
商

品
価
値
が
薄
れ
て
い
る
」「
約

２
０
０
年
間
食
べ
方
が
変
わ

っ
て
い
な
い
」
な
ど
の
要
因

を
指
摘
。
新
し
い
発
想
に
よ

る
新
商
品
開
発
の
必
要
性
を

説
き
、
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
、
海
苔
の
栄
養
素
に

梅
を
加
え
る
こ
と
で
美
容
効

果
を
高
め
る
「
梅
海
苔
ペ
ー

ス
ト
」
の
商
品
化
を
進
め
、

11
月
下
旬
に
販
売
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

観
光
客
は
も
ち

ろ
ん
、
地
元
の

人
に
も
ぜ
ひ
利

用

し

て

ほ

し

い
」
と
話
す
。

　
２
コ
ー
ス
の

情
報
を
取
り
込

ん
だ
観
光
ナ
ビ

の
貸
し
出
し
は

10
月
６
日
に
始

ま
っ
た
。
庄
子

ゼ
ミ
で
は
新
コ
ー
ス
の
作
成

も
予
定
し
て
お
り
、
実
践
的

な
学
び
を
通
じ
て
、
観
光
資

源
の
発
信
手
法
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
く
。

　
経
営
学
部
経
営
学
科
の
庄

子
真
岐
ゼ
ミ
生
が
、
一
般
社

団
法
人
日
本
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
協
会
が
貸
し
出
す
観
光

案
内
機
能
付
き
カ
ー
ナ
ビ

（
観
光
ナ
ビ
）
に
搭
載
す

る
、
石
巻
の
お
す
す
め
ド
ラ

イ
ブ
コ
ー
ス
を
考
案
し
た
。

　
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
を
手
が

け
る
同
協
会
が
、「
多
く
の
人

に
石
巻
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
観
光
や
ま

ち
づ
く
り
を
学
ぶ
庄
子
ゼ
ミ

に
コ
ー
ス
の
作
成
を
依
頼
。

ゼ
ミ
生
た
ち
は
数
カ
月
か
け

て
調
査
や
試
走
を
行
い
、

「
石
巻
・
女
川
　
道
の
駅
巡

り
旅
」「
牡
鹿
半
島
・
リ
ボ
ー

ン
ア
ー
ト
を
巡
る
旅
〜
石
巻

の
海
を
添
え
て
〜
」
の
２
コ

ー
ス
を
作
成
し
た
。
学
生
目

線
を
重
視
し
、
観
光
ナ
ビ
の

音
声
案
内
文
も
考
え
た
。

10
月
５
日
に
は
、
各
コ
ー

ス
の
概
要
や
コ
ン
セ
プ
ト
な

ど
を
紹
介
す
る
記
者
発
表
会

が
本
学
で
行
わ
れ
た
。

　「
牡
鹿
半
島
・
リ
ボ
ー
ン

ア
ー
ト
を
巡
る
旅
」
は
、
高

大
産
連
携
の
一
環
で
庄
子
ゼ

ミ
が
関
わ
っ
て
き
た
リ
ボ
ー

ン
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
会
場
を
巡
る
。
地
域
の

食
材
や
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

の
情
報
も
盛
り
込
み
、
総
距

離
85
㌔
、
所
要
６
時
間
の
旅

程
を
最
後
ま
で
飽
き
さ
せ
な

い
よ
う
に
工
夫
し
た
。
大
槻

晃
弘
さ
ん
（
人
間
４
・
宮
城

県
石
巻
北
高
）
は
「
作
品
と

雄
大
な
景
色
を
同
時
に
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
コ
ー

ス
の
魅
力
を
伝
え
た
。

　「
石
巻
・
女
川
　
道
の
駅

巡
り
旅
」
は
家
族
連
れ
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定
。
雄
勝
や

女
川
な
ど
の
各
道
の
駅
を
回

り
、買
い
物
や
食
事
、温
泉
な

ど
が
楽
し
め
る
。
利
用
時
間

に
合
わ
せ
て
、
コ
ー
ス
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
も
可
能
。
阿
部

美
奈
さ
ん
（
経
営
４
・
宮
城

県
松
島
高
）
は
「
レ
ン
タ
カ

ー
利
用
者
を
分
析
し
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
目
的
を
決
め
た
。
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☞

　
私
の
専
門
は
言
語
学
で
、
生
成
文
法
理
論

に
お
け
る
生
得
的
言
語
知
識（
普
遍
文
法
）と

言
語
獲
得
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　
生
成
文
法
は
、
人
間
の
言
語
能
力
は
脳
の

生
得
的
な
性
質
に
由
来
し
、
人
間
は
初
期
状

態
で
あ
る
普
遍
文
法
を
生
得
的
に
備
え
て
い

る
と
仮
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
理
論
の
目
標

を
個
別
言
語
の
妥
当
な
理
論
構
築
と
普
遍
文

法
か
ら
個
別
言
語
へ
の
遷
移
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
と
設

定
し
て
い
ま

す
。
近
年
、

生
成
文
法
は

生
物
的
研
究

を
基
盤
と
し

た
認
知
科
学

分
野
に
お
い

て
、
言
語
に

関
す
る
認
知

シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
脳
機

能
と
脳
内
メ

カ
ニ
ズ
ム
の

研
究
が
急
速

に
進
み
、
生

成
文
法
の
仮
定
を
裏
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
私
は
個
別
言
語
の
使
用
と
現
象

に
つ
い
て
認
知
的
分
析
を
通
し
な
が
ら
、
普

遍
文
法
と
人
間
の
言
語
獲
得
過
程
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
少
時
の
言
語
獲
得
初
期
の
脳
神

経
回
路
と
脳
内
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
の
言
語
使
用
と
言
語
現
象
に
関

す
る
先
行
研
究
と
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
通
し

な
が
ら
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ゼ
ミ
で
は
、「
言
語
学
研
究
」
と
「
異
文

化
研
究
」
の
二
つ
の
研
究
領
域
の
中
か
ら
、

ゼ
ミ
生
は
自
分
の
興
味
の
あ
る
研
究
領
域
を

選
択
し
、
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
ま
す
。

　「
言
語
学
研
究
」で
は
、
音
韻
論
、
形
態
論
、

統
語
論
、
意
味
論
、
及
び
、
認
知
言
語
学
、

語
用
論
の
知
識
を
深
め
な
が
ら
、
個
別
言
語

の
言
語
使
用
と
言
語
現
象
、
言
語
特
性
、
言

語
学
理
論
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。「
異
文
化

研
究
」
で
は
、
国
内
外
特
定
地
域
の
伝
統
文

化
や
生
活
様
式
、
ま
た
は
、
近
代
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
特
質
や
行
動
様
式
、
価
値
観
、
社

会
構
造
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を
行

い
、
さ
ら
に
、
異
文
化
間
の
相
互
理
解
の
た

め
の
手
立
て
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

研究室研究室
探訪探訪

人間の言語獲得過程を探る
人間学部人間文化学科長谷川 香子教授

HASEGAWA  KYOKO

長
谷
川
教
授（
右
）と
ゼ
ミ
生 　

第
39
回
全
日
本
大
学
女
子

駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
（
杜

の
都
駅
伝

宮
城
県
仙
台

市
、
10
月
31
日
、
12
時
10
分

ス
タ
ー
ト
）
の
東
北
地
区
代

表
選
考
会
が
９
月
27
日
、
岩

手
県
の
北
上
総
合
運
動
公
園

で
行
わ
れ
た
。
女
子
競
走
部

が
１
時
間
58
分
４
秒
の
記
録

で
２
位
。
オ
ー
プ
ン
参
加
と

な
っ
た
昨
年
を
含
め
、
４
年

連
続
６
回
目
と
な
る
杜
の
都

駅
伝
出
場
を
決
め
た
。

　
選
考
会
は
３
人
１
組
の
駅

伝
方
式
で
、
２
チ
ー
ム
の
合

計
タ
イ
ム
を
競
う
。
本
学
か

ら
は
、
千
葉
彩
有
花
さ
ん

（
人
間
４
・
宮
城
県
常
盤
木

学
園
高
）
▽
齋
藤
凜
さ
ん

（
経
営
３
・
宮
城
県
聖
和
学

園
高
）
▽
フ
ォ
ッ
ク
ス
真
島

新
菜
さ
ん
（
経
営
２
・
青
森

県
八
戸
学
院
光
星
高
）
▽
長

谷
川
日
菜
さ
ん
（
人
間
２
・

青
森
県
弘
前
学
院
聖
愛
高
）

▽
髙
橋
里
奈
さ
ん（
人
間
１
・

秋
田
県
大
曲
高
）
▽
伊
藤
千

尋
さ
ん
（
経
営
１
・
宮
城
県

柴
田
高
）
が
出
場
し
、
好
走

し
た
。

　
杜
の
都
駅
伝
に
向
け
、
主

将
の
千
葉
さ
ん
は
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
が
た
ち
、

復
興
半
ば
の
被
災
地
に
、
東

北
代
表
と
し
て
勇
気
や
元
気

を
届
け
る
走
り
を
し
た
い
。

全
員
で
一
つ
で
も
上
の
順
位

を
目
指
し
ま
す
」と
話
し
た
。

　
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
の
研
究

成
果
報
告
会
が
９
月
17
日
、

本
学
で
開
か
れ
た
。

　
自
治
体
や
企
業
と
連
携

し
、
石
巻
地
域
の
持
続
的
発

展
や
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
９
人
の
教
員
が
２
０

２
０
年
度
に
行
っ
た
研
究
活

動
の
成
果
を
発
表
。
一
般
聴

講
者
や
大
学
関
係
者
な
ど
約

80
人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
。

　
理
工
学
部
生
物
科
学
科
の

辻
大
和
准
教
授
は
、
石
巻
圏

内
に
お
け
る
野
生
動
物
の
ロ

ー
ド
キ
ル
（
道
路
上
で
起
こ

る
死
亡
事
故
）
に
関
す
る
調

査
結
果
を
報
告
し
た
。
石
巻

市
で
昨
年
度
記
録
さ
れ
た
ロ

ー
ド
キ
ル
１
０
１
４
件
の
う

ち
、
タ
ヌ
キ
、
ネ
コ
、
シ
カ

が
約
75
％
を
占
め
た
と
説

明
。
シ
カ
の
事
故
は
牡
鹿
半

島
に
集
中
し
て
お
り
、
対
策

と
し
て
「
看
板
設
置
な
ど
が

必
要
で
、
今
後
、
市
に
提
案

真島さんから齋藤さんにリレー

　
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
だ
っ
た
が
、
無
事
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
企
画
は

オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
「
良
い
と
こ
ど
り
」

を
意
識
。
な
か
で
も
ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
の
企

画
は
、
何
と
し
て
も
実
施
し
た
か
っ
た
の

で
、
多
く
の
方
に
来
場
・
視
聴
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
。

　
対
面
で
の
活
動
が
難
し
い
な
か
、
約
50
人

の
実
行
委
員
が
情
報
を
共
有
し
、
作
業
を
進

め
る
の
は
大
変
だ
っ
た
が
、
み
ん
な
の
努
力

で
、
思
い
出
に
残
る
大
学
祭
に
な
っ
た
。

石
鳳
祭
実
行
委
員
長

鈴
木

ほ
の
か

（
理
工
３
・
福
島
県
会
津
高
）

皆
さ
ん
の
参
加
に
感
謝

カーナビで石巻の魅力発信
牡鹿半島
道 の 駅 巡る２コース考案

実行委員の仲間と。中央が鈴木委員長

９教員が研究成果を発表

共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

ロードキルの実情と対策を報告した辻准教授の発表

「杜の都駅伝」出場決定
女子競走部　４年連続６回目

経
営
・
庄
子
ゼ
ミ

記者発表会でコースの概要を説明する阿部さん

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
設
置
例

石
鳳
祭
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催

「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｔ
」テ
ー
マ
に

石鳳祭クイズ王の栄冠を目指し、

難問に答える出場者たち

10
月
９
日
、「
２
０
２
１
石
鳳
祭
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
「
Ｒ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｔ
」
を
テ
ー
マ
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

で
、
入
場
人
数
を
制
限
し
た
会
場
で
行
わ
れ
、
そ
の
模
様
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
配
信
。
学
生
た
ち
は
「
石
鳳
祭
ク
イ
ズ
王
決
戦
！
」「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と

い
っ
し
ょ
♪

で
も
ゆ
る
く
な
い
⁉

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」
な
ど
の
学

生
企
画
、
人
気
声
優
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

い
し
ぴ
ょ
ん
や
セ
ン
デ
ィ
と
の

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム


